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森林内の放射性物質の動態がきのこに与える影響の解明
露地栽培きのこの生産再開に関する研究
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  露地栽培きのこの生産再開に向けて、野外ほだ場からの追加汚染実態と汚染経路を把握することは重要であ
る。川内村試験林（空間線量率1～２μSv/h）と場内試験林(空間線量率0.4～0.6μSv/h)のスギほだ場に県外
産無汚染ほだ木を設置し、追加汚染の状況を調査した。

　(試験方法)
　　(1)平成26年度に川内試験林と場内試験林のスギ林内に県外産無汚染ほだ木を２通りの伏込方法
　　　（ヨロイ伏、井桁積み）で設置した。
　　(2)平成28年６月及び平成29年６月に同一ほだ木の地面に接していない部分からオガ粉を作製し、
　　　NaIシンチレーシ ョンカウンターで放射性物質濃度を測定すると同時に105℃で24時間乾燥し
　　　含水率の測定を行った。
　　(3)平成29年６月にほだ木を割材して、イメージングプレート(ＩＰ)により汚染状況の調査を行った。

　(結果)
　　(1)両試験地とも平成28より平成29の放射性物質濃度が高く、ほだ場環境からの汚染が継続しているこ
　　　とが示唆された。（図１）
　　(2)ＩＰの画像データでは上下の汚染状況に違いが認められず、点状に汚染されていることが示唆された。
　　  （図２）

期待される効果

活用上の留意点

(1)野外ほだ場では、現在もほだ木に対する追加汚染があるため、追加汚染経路を明らかにすることで、
　効果的な対策を検討することができる。

(1)今回の調査は１事例であり、ほだ場の環境（位置、林相）により汚染状況は変わることに注意する必要
　がある。
(2)追加汚染経路を詳細に把握するため、上方（空間由来の汚染）と側方（地面由来の汚染）を分割した放射性
　物質捕捉装置を製作し、上記２箇所の試験林と対照区として裸地の３箇所に設置した。
　今後毎年、放射性物質濃度の追跡を行う。

野外ほだ場空間由来のほだ木汚染状況の推移
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図１ スギ林ホダ場における無汚染原木の追加汚染状況 
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図２ 川内ほだ木断面のＩＰ画像 


